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概略   

 野生のイネの種子は登熟すると脱粒する性質(脱粒性)があり、種
子の拡散により繁殖戦略に影響を与える植物の重要な性質です。一
方、作物としてイネを見た場合、収穫前に種子が脱粒してしまうと
収穫量が減ってしまうため、種子脱粒性は、栽培化の過程で選抜の
対象なった形質の１つで、米の収量性や収穫方法にも影響を与える
ことから、今日でも重要な農業形質の１つです。脱粒性には、複数
の遺伝子が関与することがQTL解析等より示唆されており、演者ら
は、これまでに、第一染色体に存在するイネ脱粒性遺伝子qSH1を単
離、同定しています。qSH1遺伝子は、種子の基部の離層形成に必須
であり、BELタイプのホメオボックスをコードし、シロイヌナズナ
のさやの離層形成に関与するRPLと高い相同性を示します。また、
脱粒性の有無は、遺伝子転写開始点上流の約12kbの位置に生じる一
塩基多型(SNP)によって決定されることを明らかにしました。今回
のセミナーでは、イネの種子脱粒性におけるqSH1遺伝子と下流で働
く候補遺伝子の役割についての研究結果を紹介いたします。  
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